



























開催日時 2006 年 7 月 3 日(月)14:00-17:00 会場 時計台記念館 2F 国際交流ホール 
主  催 京都大学経済学研究科上海センター 
共  催 舞鶴港振興会、京都大学上海センター協力会 
後  援 北東アジア・アカデミック・フォーラム 
あいさつ 森棟公夫 京都大学経済学研究科長 
     麻生 純 京都府副知事（舞鶴港振興会を代表して） 
コーディネーター 山本裕美 京都大学経済学研究科上海センター長 
報告者 1)小河内敏朗 元在瀋陽日本国総領事 
2)権 哲男  中国延辺大学副教授(報告者が交代しました) 
3)伊達俊行   舞鶴港振興会常務理事 

























項目 第一主成分 第二主成分 第三主成分 第四主成分 第五主成分 
企業総数 0.057 0.206 0.915 0.213 0.106 
工業生産総額 0.213 0.583 0.663 0.277 0.198 
新規投資 -0.202 0.479 0.388 -0.006 0.692 
拡大投資 0.34 0.472 0.69 0.156 0.203 
改造投資 0.443 0.759 0.104 0.251 0.126 
粗鋼生産量 0.173 0.792 0.449 0.145 0.224 
鉄鉱石生産量 -0.075 0.91 0.29 -0.035 0.074 
厚板 0.482 0.54 0.007 0.239 0.475 
中板 0.696 0.331 0.093 0.413 0.414 
熱延 -0.02 0.253 0.208 0.887 -0.044 
冷延 0.602 0.299 0.558 0.327 -0.175 
電磁鋼板 0.905 0.033 0.032 -0.062 0.04 
メッキ鋼板 0.841 0.382 0.21 0.046 -0.049 
塗装鋼板 0.905 -0.079 0.134 0.122 -0.022 
シームレスパイプ 0.354 -0.182 0.384 0.656 0.337 
出所：筆者が作成。 
 
  図表１における第一主成分は全変動の約 27％、第二主成分が全変動の 24％、第三主成










































上海     4.36939 河北     3.89538 江蘇     3.80021 天津     3.96669 山東     3.82126 
湖北     1.82257 遼寧     2.83853 漸江     1.61442 安徽     2.05276 内モンゴル   1.95732 
遼寧     1.51013 安徽     0.88622 河北     1.20681 江蘇     1.58315 河南     1.29121 
江西     0.13582 北京     0.39596 山西     0.98108 河南     1.00137 河北     0.59088 
福建     0.12039 山東     0.22426 四川     0.979 遼寧     0.58084 広東     0.48203 
江蘇     0.11178 湖北     0.19726 内モンゴル   0.80334 吉林     0.12893 天津     0.47086 
山東     0.1094 河南     0.03152 広東     0.51605 広西     0.08722 江西     0.35009 
重慶     0.0887 甘粛     -0.04947 貴州     0.31446 山東     0.01138 重慶     0.33267 
広東     0.01628 雲南     -0.06065 遼寧     0.27499 四川     -0.02096 山西     0.31799 
四川     -0.11799 山西     -0.08053 福建     0.17037 上海     -0.0781 広西     0.31418 
山西     -0.12135 吉林     -0.10368 山東     0.09828 江西     -0.11667 湖北     0.29621 
甘粛     -0.17422 江西     -0.12203 上海     0.03337 重慶     -0.18129 上海     0.24521 
天津     -0.1971 広東     -0.17697 雲南     -0.19408 漸江     -0.26902 甘粛     0.11128 
北京     -0.2389 広西     -0.17799 陝西     -0.35044 河北     -0.3338 漸江     -0.26918 
広西     -0.3191 新彊     -0.2253 新彊     -0.38637 青海     -0.33841 北京     -0.30007 
西蔵     -0.3238 海南     -0.25706 黒竜江    -0.41573 雲南     -0.33885 四川     -0.31971 
青海     -0.33527 四川     -0.27726 広西     -0.44957 北京     -0.358 黒竜江    -0.5141 
寧夏     -0.34402 重慶     -0.27977 寧夏     -0.48307 甘粛     -0.39969 雲南     -0.53301 
海南     -0.35076 陝西     -0.30212 湖北     -0.50174 西蔵     -0.40932 青海     -0.53304 
陝西     -0.35507 黒竜江    -0.33324 青海     -0.5169 湖北     -0.42743 新彊     -0.54028 
雲南     -0.35615 西蔵     -0.35164 甘粛     -0.58076 海南     -0.43776 貴州     -0.54612 
黒竜江    -0.36591 寧夏     -0.37344 河南     -0.58932 寧夏     -0.45126 福建     -0.59608 
新彊     -0.37307 青海     -0.43862 吉林     -0.60647 黒竜江    -0.4995 寧夏     -0.62639 
漸江     -0.45064 上海     -0.44554 天津     -0.63312 陝西     -0.50996 西蔵     -0.65288 
貴州     -0.45492 福建     -0.44865 海南     -0.64221 新彊     -0.54551 陝西     -0.66652 
吉林     -0.48296 貴州     -0.50421 西蔵     -0.66047 内モンゴル   -0.56236 海南     -0.68661 
安徽     -0.51794 内モンゴル   -0.72305 北京     -0.82887 貴州     -0.62248 吉林     -0.7285 
河南     -0.56176 江蘇     -0.8334 江西     -0.83326 広東     -0.64183 安徽     -0.85696 
内モンゴル   -0.731 天津     -0.85129 重慶     -0.85839 福建     -0.86571 江蘇     -1.01881 
河北     -1.11256 漸江     -1.0532 安徽     -1.26161 山西     -1.00442 遼寧     -1.19292 

























 2005 年 8 月、鞍鋼と本鋼は合併を実現し、粗鋼生産能力 2000 万トンの巨大鉄鋼企業が
誕生した。これは中国の最新の鉄鋼産業政策である「鉄鋼産業発展政策」に基づいての大
規模産業再編の一環ともいえよう。 
 鞍鋼はまた、構内の新区に 500 万トン級のハイエンド製品基地建設を急速に推進すると
共に、天然良港である遼寧省の営口港近くに 1000 万トン級の大規模臨海一貫製鉄所建設を
計画している。（2005 年の筆者の鞍鋼現地調査より）これで、鞍本集団は 2010 年には、粗






















合計の約 2.5 倍である。技術取引数は浙江省がトップで、東北合計の約 2.3 倍、ハイテク企
業生産額では広東省がトップで、東北合計の約 9.6 倍という非常に興味深い結果が出ている。 
 












北京     15.15 317.33 7.41 2.63 0.91 
天津     2.96 53.75 1.83 2.66 4.84 
河北     3.48 43.84 0.5 1.26 13.52 
遼寧     6 106.91 1.56 2.53 4.83 
吉林     2.22 35.51 1.2 0.91 1.67 
黒竜江    3.92 35.35 0.67 1.75 21.01 
上海     5.91 171.12 2.3 2.82 14.78 
江蘇     10.33 213.98 1.38 2.04 11.59 
漸江     6.31 115.55 1.03 3.61 23.13 
福建     3.18 45.89 0.76 2.29 15.28 
山東     7.23 142.12 0.92 1.91 25.17 
広東     9.31 211.21 1.32 3.53 32.12 





北京     1377 987 965 35549 1539.8 
天津     2977 632 1303 8002 1519.6 
河北     975 453 343 2622 250.7 
遼寧     809 447 879 11504 610.9 
吉林     378 139 148 3599 155.4 
黒竜江    643 468 188 2485 155.4 
上海     3879 705 2657 27327 3259.7 
江蘇     3878 1639 2414 31020 5029.7 
漸江     4078 1953 1530 39974 1379 
福建     802 559 765 5656 1292.4 
山東     4064 1543 2226 26154 1203.5 

























いて約 4.6 倍、鉄鋼業では約 2.3 倍のＲ＆Ｄ投入格差が存在する。 
 他方、図表４で示すように、1995 年－2003 年にかけて、製造業全体での日本と中国のＲ








（本稿は 2006 年 5 月 24 日の吉林大学での京大上海センターと吉林大学経済学院とのジョイントセミナー
での報告の要約である。） 
 
